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平成２９年度土木学会茨城会現地見学会のご案内 

         ー日本の代表的土木遺産・隅田川架橋群などを探訪ー 

 

 

 

残暑の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度、土木学会茨城会における活動の一環として現地見学会を企画することにな

りました。企画コンセプトは、『隅田川ルネサンス橋梁群等・探訪』といたします。 

隅田川に架かる橋梁群には、様々な橋梁形式が用いられていることから橋の展覧会とも

呼ばれ、水上バスの観光の目玉として非常に人気が高く、それらの多くは関東大震災の際

に震災復興事業により架けられたものであります。 

隅田川に架かる橋は、一つとして同じものがなく、非常にバラエティに富んでいます。

男性的な「永代橋」、女性的な「清洲橋」、技術的デザインに優れ、戦後アメリカ軍を驚

かせたという可動橋「勝鬨橋」等々を探訪してまいります。 

また、水上バスの終点には、高層ビルに囲まれた自然あふれる日本庭園こと浜離宮恩賜

庭園がございます。この庭園は徳川家の鷹狩りの地として生まれたことで知られ、また、

庭園の大部分を占める大きな池があり、この池は「潮入りの池」として海水を引き入れて

いる池でもあります。その池に浮かぶ茶屋で休息をはさみます。 

さらに、徳川家康により旧利根川から江戸城下に向けまっすぐに開削された人工の河

川・小名木川を視察。江戸と全国とを結ぶ物流の幹線運河として機能するなど江戸のまち

づくりの第一歩となった施設であります。 

秋の一日、会員相互の親睦を深めながら技術の研鑽が図りたいと思っております。 

多くの皆様のご参加をいただけますようお願い申し上げます。 

 

 

                 記 

 

◆開催日時   平成 29年 10月 14 日（土） 

 

◆集  合   浅草水上バス乗り場前：12時（東武スカイツリーライン浅草駅４番出口から 

                                                                     徒歩１分） 

 

◆コース(予定） 別紙行程表のとおり 

 

◆申し込み方法 別紙参加申込書より FAX 又は Email でお申し込みください。 

 

◆募集人員 30 名程度 ※先着順とさせていただきます。 

 

◆水上バス利用費は「茨城会」が負担します。 

東京までの交通費や地下鉄代は個人負担でお願いいたします。 

 

 



 



 

平成２９年度土木学会茨城会現地見学会 参加申込書 
申し込み日付 平成２９年 月  日 

 

 

所  属 課・所名 氏  名 茨城会会員・ 

非会員別 

    

    

    

    

    

 
 

 

〇申込期限：平成２９年１０月６日(金)まで 

 

〇申し込みお問合せ先： 

土木学会関東支部 茨城会 事務局 曽我部宛て 

     FAX：0294-38-5160  または  

Email：sogabe.natsumi.0123@gmail.com までお申し込み下さい。 

 

mailto:sogabe.natsumi.0123@gmail.com


土木学会関東支部茨城会平成２９年度現場見学会 

 

「日本の代表的土木遺産・隅田川架橋群などを巡る」 

 

事業部会、調査研究部会 

 

スケジュール 

 

日   時  平成２９年１０月１４日（土） 

 

１２：００ 浅草水上バス乗り場集合 

・帝都復興事業（関東大震災復興事業）により架設された隅田川架橋群 

 （永代橋、清洲橋など９橋）の建設の背景や構造的特徴等の説明を聴取 

・その後、水上バスに乗り、川面からこれら歴史的橋梁群を視察 

 

１３：３０ 浜離宮公園上陸 

・潮入り景観を生かした歴史的公園・浜離宮恩賜公園を視察 

 

１４：３０ ・勝鬨橋および「かちどき橋の資料館」を視察 

（当時最先端の技術を駆使して建設された可動橋、我が国の橋梁技術史上、

高い価値がある。合わせて、建設当時（昭和初期）の東京のまちづくりも

紹介されている。） 

 

〈地下鉄日比谷線築地乗車、都営新宿線東大島下車、徒歩 500m（小松川公園）〉 

 

１５：３０ ・小名木川（江戸城に至るまっすぐに引かれた人工の川） 

および小名木川水門・排水機場（東京下町の治水現状）の視察 

（小名木川は、徳川家康により利根川と江戸城下を連絡する運河として開

削され、物流の中心を担うなど江戸幕府２６０年の礎となる都市づくり

の最初の一歩となった事業。 

また、小名木川水門は利根川、荒川の流路変遷を物語る証人でもある） 

 

１６：３０ 現地解散 


